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発 言 通 告 書 

【件名及び発言の要旨】 

１ 中学校の校則について 

(1) 性差を定める校則等はすぐさま廃止していただく必要がある。
いつ、どのような方法で廃止するのか。 

(2) 校則等の改定手続を各校に定めさせるべきではないか。 

(3) 文書に基づかない校則等は罪刑法定主義の精神にもとるため、
禁止の通達を出してはどうか。 

(4) 一旦全ての校則等を廃止させ、必要なら新たに時代に合った
校則を保護者や生徒の関与の下で定めるよう各校に指導しては
どうか。 

 

２ 中学校の謎ルールについて 

(1) 高校合格発表時に集団訪問をする 19校は、すぐさまやめさせ
るべきだ。どのように指導するのか。 

(2) 謎ルールがほかにもないか、第三者へ依頼して調査してはど
うか。 
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３ 中学校の制服について 

(1) 経済的負担をどのように軽減するのか。 

(2) 制服は、標準服とジャージの２種類あるが、ジャージのみに
統一してはどうか。 

 

４ 地域自治組織と地域運営協議会について 

(1) 地域運営協議会の在り方を見直してはどうか。 

(2) 行政センター管区規模の地域経営をする組織が必要だ。どの
ように行う考えか。 

 


